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あ い さ つ

住み慣れた地域で安全で安心した暮らしを営むこ

とは県民の願いであり、そうした生活を守ることが

県政運営の基本であると考えています。

こうしたことから、本県では、群馬県総合計画「は

ばたけ群馬プラン」において、「誰もが安全で安心

できる暮らしづくり」等を基本理念に掲げ、この理

念の下に平成２２年３月に策定した第６次群馬県保

健医療計画に基づき、医療提供体制の充実や医療連

携体制の構築に取り組んで参りました。

また、各地域における喫緊の医療課題に対応するため、地域医療再生

計画を策定し、がん対策や救急医療対策、医師・看護師確保対策など様

々な事業を実施し、地域医療の確保に努めて参りました。

一方で、医療技術の進捗による医療の高度化・専門化、県民の医療に

対するニーズの多様化、病院勤務医や看護師等の不足など、保健医療を

取り巻く環境は大きく変化するとともに、団塊の世代が７５歳以上とな

る平成３７年（２０２５年）を見据え、効率的で質の高い医療提供体制

の構築や地域包括ケアシステムの構築が求められています。

こうした環境の変化や課題に的確に対応するとともに、国において進

められている医療制度の見直し状況を踏まえ、今般、平成２９年度まで

を計画期間とする第７次群馬県保健医療計画を策定いたしました。

この計画では、県民に安全で質の高い医療を提供する体制を整備し、

健康で安心できる暮らしの実現や、地域において医療や介護サービスが

切れ目なく提供され、県民生活の質が向上することを目指しています。

計画の推進に当たっては、市町村や関係者との一層の連携を図りなが

ら、本県の実情を踏まえ、地域の医療課題に総合的に取り組んで参りま

すので、県民の皆様の御理解と御協力をお願いいたします。

結びに、本計画の策定に当たり、多大な御尽力をいただきました群馬

県医療審議会や保健医療対策協議会、各策定部会の皆様を始め、御協力

をいただきました多くの皆様に心から御礼を申し上げます。

平成２７年４月

群馬県知事
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